
シ
ヤ
ー
ー
シ
ユ

是
は
品
川
出
向
な
り
。
』
と
す
る
が
、
古
川
町
虫
は
叫
に
な
る

べ
き
も
の
で
な
い
。
犯
の
紘
子
を
挺
仰
に
m
む
い
た
錨

の
節
E
あ
ら
う
。
印
刷
川
の
訓
円
に
、
舵
の
簡
は
中
苦

か
ら
七
地
で
刷
出
し
献
上
す
る
が
、
そ
れ
で
も
松
百
と

い
ふ
名
円
に
し
て
ゐ
た
と
あ
る
。
笛
杷
に、
『
松
一
内
館

侭
年
十
月
中
御
用
岱
巾
被
候
へ
ば
、
奴
年
間
且
中
旬

迄
に
致
川
被
候
。
』
と
犯
し
て
、
こ
れ
も
七
砧
の
こ
と

で
あ
る
。

ジ
ヤ
h
F

ニ

蛇

谷

金

仰

の
う
ち
、
吹
上
か
ら
阿

川
新
道
・
法
応
等
に
泌
ず
る
坂
怖
を
い
ふ
。
名
椴
の

組
以
は
明
ら
か
で
な
い
。

ジ
ヤ
タ
ニ
ガ
ハ
蛇
谷
川

石
川
榔
妙
法
山
の
耐

施
初
出
谷
か
ら
波
L
、
右
伴
か
ら
創附
附谷
、
左
岸
か
ら

続
行
、
ま
た
右
静
か
ら
針
路
加刊
の
水
枠
合
は
せ
、
間

続
し
て
中
，
川
に
注
ぐ
。

ジ
ヤ
ヅ
カ

蛇

塚

白

山

市
J

制間
資
約
な
る
民
ノ

タ
ツ
カ
ミ
と
概
す
る
蛇
坂
の
上
に
あ
る
前
石
で
あ

可。。

ジ
ヤ
ノ
ヌ
マ

蛇
沼

石
川
郷
四
十
郎
の
持
山
に

あ
っ
た
が
、
今
は
関
設
し
た
。
加
越
能
的
跡
絡
に
、

『
四
十
国
持
山
の
内
、
大
凶
他
と
中
長
さ
去
十
同
幅

三
十
附
棋
の
地
、
又
小
川
他
と
申
十
凶
凶
方
計
の
地

跡
有
之
。
此
仙
の
跡
、
二
つ
共
あ
ら
は
に
成
。
て
有
。

箭
此
池
に
蛇
臼
向
に
て
、人
迎
。
も
成
が
た
〈
に
付
、

水
を
切
訴
し
、
音
の
泊
二
つ
県
出
候
所
、
亦
此
遊
に

蛇
抽
出
と
巾
て

山
の
上
に
有
之
他
へ

、
右
の
蛇
位
候

版
、
亦
H
'
他
も
川
町
め
倣
へ
ば
、
山
の
上
に
死
問
巾
候

問
。
右
蛇
協
は
、
今
山
田
畑
に
成
有
之
。
』
と
あ
る
。

ジ
ヤ
パ
ス

蛇
蓮

J
オ
エ
パ
ス
山
品
川
叫
。

シ
ヤ
ナ
ト

I
ゴ
ウ

L
ゃ
な
と

I
探
斑
米
利
加

紛
で
、
医
師
』
三
年
六
且
十
二
日
七
陪
跨
小
品
抑
に
入

港
し
た
。
紡
将
コ
ル
ツ
プ
-
7
4
A

Y

、
来
縦
二
円
入
イ

白。シ
ヤ
ユ
チ

社
日

枇
同
は
春
分
V
A
は
秋
分
に
最

“ヅγ
.

，，，

'もも
V

近
紅
い
戊
の
日
で
あ
ろ
。
金
州

m仰で
は
こ
の
前
川
波
眠
ιか伊
.らb
 

官行引ηH郁巾
山
挺
剖
を
有
す
る
七
枇
に
皐BF柏肘岬する桝
m川白
が
あ
つ
た

が
、
明
治
中
期
に
主
っ
て
止
ん
だ
。

ジ
ヤ

J
9
y
蛇
の
尿

珠

洲
山
川
内
総
か
ら
似
る
。

能
殺
名
跡
芯
に
、
『
椛
巾
よ
り
舵
の
尿
と
て
、
令
交
り

の閉
山一…3
小
石
上
る
也
。
焼
い
て
粉
に
し
て
呑
め
ば
、

約
一
柄
つ
る
。
』
と
あ
る
。

ジ
ヤ
ノ
ス
シ

蛇
の
待
出
品
川
松
刊
の
名
産
で

あ
る
。

北
凶
奇
談
巡
杖
記
に
、
『
松
川
と
い
ふ
所
あ

り
o
此
入
海
五
十
則
前
に
長
さ
四
聞
の
縞
を

U
て
援

す
o
此
続
本
に
て
製
す
。
創
は
伊
勢
肌
と
腕
す
る
魚

の
剖
の
上
に
、
出
M
m

一
つ
む
き
て
も
て
な
す
。
佐
物

に
し
て
献
上
に
及
ぶ
。
跡
は
ひ
て
楽
隊
な
り
。
仲
間

n

牢
に
出
す
と
ぞ
。
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。
伊
勢
仰

と
は
錦
の
こ
と
で
あ
る
。
能
符
名
跡
芯
に
は
、
『
蛇
の

射
と
て
名
物
あ
b
。
中
川
町
虫
と
い
ふ
旧
民
の
鮮
な
。
。

蛇
の
子
と
て
加
に
似
た
る
長
さ
一
寸
飴
の
物
保
中
に

在
る
を
、
鮮
の
上
に
白
き
て
蛇
の
併
と
い
ふ
な
り
。

ジ
ヤ
パ
Z

蛇
磁

能
慨
に
て
地
亡
の
こ
と
を
古

〈
蛇
仰
と
い
う
た
。
M
M
邪
飯
山
子
保
十
七
年
に
、
『
十
且

十
八
日
十
九
日
能
州
須
川
市
耐
子
限
付
丸
州
国
土
地
に

澗
門
出
来
、
こ
L

か
し
こ
向

F
も
出
来
候
。
人
路
に

死
似
臨
之
、
付
属
も
倒
不
巾
候
。
時
と
し
て
有
之
俊

之
同
に
刷
、
土
人
是
を
蛇
ぱ
み
・蛇
ぐ
え
・
蛇
持
・貝

凋
な
ど

Lm候
。
地
阪
の
烈
に
一山
も
候
敗
。
』
と
見
え

る。
ジ
ヤ
バ
ミ

蛇
低

限
一
か
榔
術
上
の
内
の
小
{
子
。

シ
ヤ
ホ
ウ
シ
ン
ジ
ュ
ツ

寓
法
新
術
六
容
。
越

際行
川
秘
の
品
川
。
物
的
り
純
方
、
透
視
述
丸
法
を
挽
い

た
も
の
で
、
都
精
は
之
を
反
別
術
と
名
づ
け
、
。文政

元
年
そ
の
こ
と
に
者
恕
し
て
か
ら
、
読
永
三
年
に
主

る
ま
で
三
十
三
年
を
研
究
に
抗
し
た
と
い
ふ
。
諮
し

加
到
滞
に
於
い
て
透
視
前
訟
に
先
搬
を
着
け
た
も
の

で
あ
る
。

し
や
み
山

臥
京
消
鍛
民
谷
即
M
w
m

の
西
方
に
在
る
山
。
一
一
向
さ
一
六
七
米
。
地
質
第
三
紀

即
日
。
地
脳
に
シ

ナ
ミ
山
と
あ
る
は
践
で
あ
る
。

シ
ヤ
リ
ヨ
ウ

舎
涼
」
キ
タ
ム
ラ
ヤ
シ

ヤ
リ
ヨ

ウ

北

村

屋
舎
掠
。

シ
ユ
ウ
イ
オ
ン
コ
ザ
ツ
チ
ョ
ウ

拾
遺
温
故
雑
帖

J
オ
Y

コ
ザ
ツ
チ
ョ
ウ
槌
故
測
版
。

ジ
ュ
ウ
イ
チ
メ
ン
カ
ン
ノ
ン
ハ
ン
ガ
十
一
一
回
翻

雪
版
盈

白

山
比
昨
御
世
所
磁
で
、
『
率
矧
約
十
一

而

概
自
在
寧
三
百
三
十
三
体
三
所
様
現
口
口
。
右
芯
者

減
出
生
省
心
中
二
悦
悉
地
成
就
口
也
。
文
明
五
年
契

巴
八
月
二
十
出
目
金
剛
仰
子
口
口
。
』
と
記
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
。

ジ
ュ
ウ
イ
チ
ヤ
十
一

屋
有
川
制
邸
機
岐
に
あ

っ
て
、
前
し
〈
は
白川
野
十
一
向
屈
で
あ
る
。
こ
の
村
は

金
却
の
郊
制
で
、
務
組
の
樹
惑
の
あ
る
野
出
山
に
泌

ふ
滋
に
治
る
か
ら
、
初
め
申
剤
師
山
新
村
の
地
を
柑
封
附

地
と
し
て
茶
展
を
建
て
た
が
、
そ
れ
が
十
一
制
あ
っ

た
の
で
こ
の
名
を
柏
市
た
。
文
政
四
年
二
且
柑
地
の
ま

ま
金
樽
町
奉
行
の
裁
許
に
邸
せ
し
め
た
時
、
市
抗
野
村

領
川
端
十
六
軒
の
附
を
十

一
屋
と
悩
へ
る
こ
と
を
命

じ
た
が
、
こ
れ
か
ら
十
一
屋
川
と
も
言
は
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ジ
且
ウ
イ
チ
ヤ
ノ
カ
タ
キ
ウ
チ
十
一

屋
の
敵
討

金
探
に
十
一

屋
の
敵
討
又
は
孝
子
三
太
の
仇
討
と
耕

し
て
.
人
口
に
防
災
す
る
事
判
が
あ
る
。
=
一
太
は
石

川
淵
官
谷
村
の
院
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
砲
父
三
平
及

び
父
三
五
兵
衛
は
共
に
服
組
組
の
士
山
旧
椛
ま
衛
門

の
お
に
殺
さ
れ
、
聞
し
て
兄
一
切

・
ニ
太
は
復
刊
を

試
み
た
が
返
討
に
せ
ら
れ
た
。
凶
っ
て
三
太
は
金
抑

に
出
で
h

今
到
左
太
夫
の
馬
丁
と
な
り
、
創
出
を
知
膝

シ
ヤ
ミ
ヤ
マ

三
八
六

金
兵
衛
に
間
半
び
、
元
利
元
年
七
且
十
五
日
航
左
衛
門

が
野
川
山
に
於
け
る
滞
剖
闘
の
柄
引
笠
に
約
で
ん
と
し
た

時
、
そ
の
途
十
一
居
村
に
援
し
て
本
躍
を
遂
げ
た
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
院
長
J
i
七
八
年
及
び
元

利
元
年
の
加
れ
滞
の
侍
般
を
織
す
る
に
山
川
柳
左
衛

門
の
名
は
な
い
。
今
訓
左
太
夫
は
出
H
H
十
年
の
白
山

侍
帳
に
松
せ
て
大
小
仲
村
組
で
あ
る
が
、
刷
州
際
金
兵
衛

は
明
和
の
頃
異
風
組
に
印
刷
す
る
有
名
の
創
出
士
で
あ

る
。
般
に
こ
の
前
田
符
訴
は
支
離
滅
裂
で
、
川間
作
に
射

也
な
い
と
森
川
平
次
は
論
じ
て
ゐ
る
。
向
械
左
衛
門

が
百
姓
を
殺
し
た
認
は
、
賀
川
間
五
年
十
且
十
九
日
出向

廻
組
凶
凶
議
左
衛
門
が
野
々
市
で
行
う
た
本
坑
と
館

似
し
て
m
H
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
取
材
し
た
も
の
で
あ

ら
う
と
思
は
れ
る
。

ジ
ュ
ウ
イ
チ
ヤ
ノ
タ
ケ
ヤ
プ
十
一
回
屈
の
竹
寂

石
川
川
十

一
肢
を
巾
心
と
し
て
、
附
4
m
w
mに
平
山
宗

竹
が
袋
地
せ
ら
れ
て
日
り
、
叩
に
竹
川
仰
と
し
て
の
釦

削
却
を
川
刊
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
釘
は
頗
る
美

味
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
三
州
名
山
芯
に
、
十

一
肢

は
椛
政
と
て
小
竹
以
で
あ
り
、
何
年
械
巾
煤
抑
の
時

こ
の
竹
を
用
ひ
る
と
あ
る
の
に
、
川山
の
光
に
は
、
安

永
中
十

一
阿
倍
村
に
初
め
て
詑
宗
品
川
を
航
ゑ
、
今
胤
茂

し
て
金
持
の
応
々
に
京
宗
の
符
の
な
い
は
な
い
と
犯

し
て
ゐ
る
o
j
ヲ
カ
モ
!
ウ
ダ
ユ
ウ
附
本
右
太
夫
。

J
ナ
カ
ノ
ジ
ユ
ウ
イ
ァ

十
逸

ジ
ユ
ウ
イ
ツ

中
野
十
抽
出
。

シ
ユ
ウ
Z

周
窓

l
レ

Y
カ
タ
川
地
位
。

シ
ユ
ウ
エ
キ
ユ
ジ
ゲ
ン

周
易
識
見
言
五
珊
。

文
政
七
年
河
合
山
民
地
児
科
。
邦
文
を
以
て
易
相
耐
を
抑
制
肝

し
、
筑間
耐の
初
内
申
に
似
じ
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ユ
ウ
Z

キ
ヨ
タ
デ
ン

周
易
相醐
偲

三
加
。

加

賀
の
人
弁
上
教
観
軒
。
侭
卦
M

世
帯
〈
に
よ
っ
て
、
人
都

世
間
凶
瓜
物
の
占
断
を
述
べ
、

一
家
の
占
例
を
加
へ
た


